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• 文部科学省宇宙開発委員会 地球観測特別部会報告書（2005年4月）
1995年設置のNASDA/EORCの地球環境観測委員会(600人委員会）の議論に基づく

➢役所側とNASDAが地球観測の意見収集の窓口を正式に委員会に開いていた

➢いくつかの課題はあったものの、開発者・利用者からのボトムアップな意見
が集約される仕組みがあり、我が国の衛星は欧米に比肩する性能や成果を上
げてきた。

• 2008年5月宇宙基本法公布⇒宇宙開発戦略本部設置

日本の衛星計画は宇宙基本計画とその工程表に沿って進められるようになった

– 宇宙基本計画（2015年1月）
GCOMシリーズ、 Earth CARE、GPMが「その他のリモートセンシング」にカテ
ゴリ分けされ、2018年以降の継続的な衛星開発に関する計画は記載されてい
ない。

日本の衛星計画





宇宙基本計画工程表（2015年1月）

「地球環境観測（仮）」についても、２０
１８年以降の継続的な開発計画を記載すべき

気候変動問題は「地球環境観測
（仮）」としてカテゴリを設けるべき



地球衛星観測の特徴

• 地球衛星観測は、宇宙観測とは異なり複数の機関が測器開発に関与し、利
用者も諸外国を含む科学者・政府機関・民間企業・一般社会と広きに亘る。

• 衛星観測網や衛星コンステレーションへの参加等、国際社会の日本への期
待に適切に応えてこそ、諸外国の衛星データも享受できる。

• したがって、地球衛星観測の中長期的計画には、国際的な視野からのトッ
プダウン的要請と、開発者・利用者から発せられる必要な観測要素や未来
に向けた技術開発要素を含むボトムアップ的要請との双方が含まれるべき
である。



身近な衛星観測

気象衛星「ひまわり」

準天頂衛星「みちびき」を含む
全球測位衛星システムGNSS

スマートフォン
カーナビゲーション
子供やお年寄りの見守り

気象庁・NICT

数値天気予報の初期値作成



南極オゾンホールの観測

1979年9月25日 2006年9月24日
オゾンホール発生以前 史上最大のオゾンホール

2015年10月10日
史上3番目のオゾンホール

「モントリオール議定書」に始まるフロン排出規制の成功への貢献
→しかし2015年：予想外のことが発生する可能性も想定した地球監視の重要性



大地震に伴う地殻変動

GNSSデータに基づく
2011年3月東北地方太平洋沖地震
に伴う地殻変動

「だいち２号」データに基づく

2016年4月の熊本地震に伴う地
殻変動

（国土地理院HPより）
地震や火山に伴う地殻変動のメカニズム解明や、
被害状況の把握に役立っている。



日本の地球環境観測衛星（例）

平成30年7月豪雨

全球降水観測衛星GPM
降水レーダー：雨の3次元構造

地球環境観測衛星「しずく」
海氷観測：地球温暖化

温室効果ガス観測衛星「いぶき」
二酸化炭素の変動
（データ同化による全球マップ） 環境研

JAXA

NASA

・これまでに知られていなかった
「豪雨」の特性解明。
・近年のモデル検証の世界標準。
・データ同化で数値予報に利用さ
れ、天気予報を高精度化。

2018年7月西日本豪雨



日本の地球衛星観測の状況（提言提出時）

地球衛星観測の2つの柱

• 資源探査を含めた地球表面状態の観測

• 気象気候の監視・解明・対策に貢献する観測

〇地球環境の成り立ちや変化の要因の理解と、必要な対策の立案・実施への貢献

〇我が国独自の観測手段を有することは「広い意味での国家安全保障」である

✓ 「持続的な地球環境を維持する」ために必要な基本データを取得するための地
球観測衛星の計画が危機的状況にある。

✓ 「計画策定と実現」、「データ利用」、「人材育成」でも問題が生じている。

提言の発出 2017年7月



提言１、2：地球衛星観測の中長期計画と実現

✓ 計画策定と実現の仕組みが不明瞭で滞りがある

✓ 考慮すべきポイント

• トップダウンとボトムアップの相乗効果の実現

– トップダウン（国際的視野）

– ボトムアップ（未来に向けた技術開発）

• 国家規模の予算的駆動力が必要

• 継続性が重要（切れ目のない環境監視。安定した民間活用）

• 我が国が優位な技術での国際貢献が重要

✓ 立案・審査・実現の3過程の連携が重要 →コミュニティの強化，連携体制

中長期計画の

立案

中長期計画の

審査

（科学・技術・応用）

中長期計画の

実現



①立案

②審査
③宇宙基本

計画への反映

提案



提言３：データ管理と利活用，提言４：人材育成

〇地球観測データは変わりゆく地球の歴史の記録。決して時間を遡って取得できない。

「地球観測データ電子図書館（仮称）」の設立が必要

– 継続性、安定性、国際性

– 観測とデータアーカイブのリアルタイム連携が可能な計算機システム

– 過去の衛星観測および関連データのアーカイブ

– データのオープン・フリー化、利用者の視点・要望を柔軟に取り込む仕組み

〇地球衛星観測技術は極めて高度、しかし、継続性も必要なため、技術開発だけでな
く技術応用の要素も強く、大学においても企業においても人材育成と確保が難しい。

打破するための仕組みづくりが必要

– 多様な研究者・技術者からなる産官学の英知を結集したチーム作り。

– 航空機・気球による検証実験を教育の場として活用

– 各教育レベルにおける地球観測リテラシー教育の拡充が必要



2017年提言後の進展と課題



①立案

②審査
③宇宙基本

計画への反映

岩崎晃
高薮縁佐藤薫

進展と課題

必要



地球衛星観測コミュニティの活動

〇タスクフォース会合・リモートセンシング分科会（TF）活動の強化

衛星観測に関連する25の学協会が所属

産学の議論・立案の場が育ってきている

1. 気象研究ノート「地球観測の将来構想に関わる世界動向の分析」発行

2. 地球衛星観測のグランドデザインの作成

– 2018.04.19 「地球衛星観測のグランドデザイン」発表

– 2018.09.05 衛星観測ミッション第１回試行公募発出

– 締め切り 2018.11.02 →審査会：2019.9.25 →グランドデザインの改訂へ

– 2019.10.18 第2回試行公募→2019.12.15 締め切り

→トップダウンとの相乗効果も必要：官もインタラクトする場に

〇各学会での議論の活性化

ex.「地球観測の強化に向けて日本気象学会は何をなすべきか」(日本気象学会学術委員会 天気2019）



宇宙基本計画工程表（2018年12月改訂）

気候変動問題は「地球環境観測
（仮）」としてカテゴリを設けるべき

水循環・災害

GOSAT3との相乗りに
よるAMSR3の打ち上げ

２０１８年以降の衛星計画については、GOSAT3相乗りの記載が追加されたものの、その他の衛星計画は記載されていない

計画の遅れによる

「国の財政事情もあり、地球観測衛星については、ユーザーが自分で予算を獲得して計画を進めるべきという考え方
が強くなっている・・気象・気候研究に資する地球観測衛星はユーザーが見えにくい（2019気象学会学術委員会）」



第24期地球・惑星圏分科会 地球観測将来構想小委員会

提言「持続可能な人間社会の基盤としての我が国の地球衛星観測のあり方」の提出
にむけての議論が進行中

• 2017年提言のフォローアップ

• この短期間に、自然災害が我が国にもたらした度重なる甚大な被害
– 2018年 北海道胆振東部地震，7月豪雨，猛暑，台風21号（関空）

– 2019年 台風15号，19号，10月豪雨 他

ポイント

✓ (1)自然災害による社会の損害を最小限に抑えるために必要な対策の立案・実施に
貢献するため、地球環境の成り立ちや変化の要因を理解し監視すること、

(2)我が国独自の観測手段を有すること→共に「広い意味での国家安全保障」

✓ 気候変動対策、SDGs、FEを考え、日本の地球衛星観測による国際貢献は重要

✓ 産学のボトムアップの提案とトップダウンの要請との相乗効果を図る仕組の構築

✓ 新しい大規模データ利用体制、人材育成の仕組みの構築


